
International Symposium on thalidomide embryopathy 

謹啓 
 厚労科学研究「サリドマイド胎芽症患者の健康、生活実態の諸問題に関する研究班」の活動の一環として、昨年度、サリドマイド胎芽症研究会を立ち上げましたが、
本年度は欧州、豪州のサリドマイド胎芽症の専門家を招聘し、国際シンポジウムを開催致しました。サリドマイド胎芽症の診療、検討に関わったご経験のある先生や医療
関係者の方々にお集まりいただき、53名の参加者により、「サリドマイド胎芽症国際シンポジウム」を盛会裏に開催し、国際的な視野からもサリドマイド胎芽症の問題点に
ついてご討議いただきました。本会の次回開催については未定ですが、開催等についての情報は、当ホームページにてお知らせいたします。 

敬白 
 

国立国際医療研究センター 腎臓内科 
サリドマイド胎芽病患者の健康、生活実態の諸問題に関する研究班長 

サリドマイド胎芽症研究会 会長 

平成27年度厚生労働科学研究 ━ 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業(厚生労働省発薬食0618第65号) 

開催報告 

日時：平成27年11月25日（土）10:00~19:00 
場所：御茶ノ水 ソラシティ カンファレンスセンター 
主催：サリドマイド胎芽症研究会 
 
 
■海外からの講演者/シンポジスト 
 Dr. Christina Ding-Greiner Institute of Gerontology, University of Heidelberg, Germany 
 Prof. Dr. Klaus M. Peters  Dr. Becker Rhein-Sieg-Klinik, Nümbrecht, Germany  
 Dr. Rudolf Beyer  Schön Klinik Hamburg Eilbek, Hamburg, Germany  
 Dr. Dee Morrison  The Thalidomide Trust, St Neots, UK 
 Dr. Janet McCredie  University of Sydney, Sydney, Australia 
 Dr. Jan Schulte-Hillen  Notfallzentrum Klinik St. Anna, Luzern, Switzerland 
 Dr. Shadi-Afarin Ghassemi Sahlgrenska University Hospital, Gothenburg, Sweden 
 Mrs. Elizabeth Newbronner Firefly Research & Evaluation, York, UK 
 
■国内からのシンポジスト   
 「サリドマイド胎芽症患者の健康、生活実態の諸問題に関する研究班」 研究班員/研究協力 

日ノ下 文 彦 



Program International Symposium on thalidomide embryopathy 
2015.11.25, Sola City Conference Center, Ochanomizu, Tokyo, Japan 
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